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『赤毛のアン』の原作は, L. M.モンゴメリ (Lucy Maud Montgomery, 1874





火の中で『赤毛のアン』を訳す：昭和20年（1945） 4 月13日, 太平洋戦争が終結
する 4ヶ月前」と題される。第 1章「ミッション・スクールの寄宿舎へ：明治26
～36年（1893～1903, 誕生～10歳)｣, 第 2 章「英米文学との出会い：明治37～40
年（1904～07, 11～14歳)｣, 第 3 章「『腹心の友』の導き：明治41～大正 2 年
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（1914～17, 21～24歳)｣, 第 5 章「魂の住家
す み か
：大正 7～10年（1918～21, 25～28
歳)｣, 第 6 章「悲しみを越えて：大正11～昭和 2年（1922～27, 29～34歳)｣, 第
7 章「婦人参政権を求めて：昭和 3～13年（1928～38, 35～45歳)｣, 第 8 章「戦















































動し, 夫婦ぐるみで親交を深めたと言う (p. 314)。





















では, 東洋英和も文部省（当時）の指導の下, 天皇の御真影を奉戴し, 軍事教育,
日の丸掲揚などを受け入れることを余儀なくされた (pp. 267269)。盧溝橋事件
から2年後の1939年には, 花子の長年の友人で, カナダ人婦人宣教師だったミス・
ロレッタ・レナード・ショー (18721940) も帰国を決意した (p. 270)。1872年
にカナダ東部で生まれたショーは, 1904年に英国教会 (Church of England) の婦
人宣教師として来日し, 大阪のプール女学校（現プール学院大学）で27年間教壇
に立ち続け, 1931年から教文館で働いていた（同)。
友人の帰国を見送りに来た花子に, ミス・ショーは友情の記念として, 1 冊の
本を渡す。これが1908年刊行の Anne of Green Gables であった。別れ際にカナダ
人宣教師の残した言葉は重い｡「いつかまたきっと, 平和が訪れます。その時,
この本をあなたの手で, 日本の少女たちに紹介してください｡」(p. 271)。皮肉
なことだが, Anne of Green Gables が出版されたのは, ヨーロッパに第 1 次世界
大戦の影が忍び寄る時代であった。
友人にもらった書籍を出版する日まで, 花子は幾多の困難と試練に立ち向かわ
なければならなかった。 開戦を機にラジオ番組への出演をやめた (pp. 274275)。
空襲がひどくなると, 原書と翻訳原稿を風呂敷に包み, 抱えて逃げ回った (p.
293)。焼夷弾が家の庭に落ちたこともあった (p. 297)。それでも, 花子は 2 つ
とも守り抜いた。
1952年 5 月10日, 村岡花子訳『赤毛のアン』がついに出版された。この日は,
第 2次世界大戦の連合国と日本が講和した日本国との平和条約（サンフランシス











会に出席した (p. 348)。1955年 5 月, ヘレン・ケラーが 3度目の来日をした際は,
帝国ホテルで開催された歓迎会で直接話をし, 翌日に飯田橋富士見町教会で行わ







えていたことを知った点である (pp. 249253 参照)。まるで, NHK記者だった
池上彰が大きく関わったテレビ番組「週刊こどもニュース」(19942010年放送）




あった (pp. 251252)。花子の名前をかたって物品を購入する, あるいは花子の














が村岡花子に渡した Anne of Green Gables（ショーのサイン入り), 花子が戦時中
の灯火管制下で作業を続けた『アン・オブ・グリン・ゲイブルス』の翻訳原稿用
紙, 1952年初版の『赤毛のアン』(三笠書房刊), 原作者モンゴメリの手書き原稿,














































http://www.ghibli-museum.jp/anne/top.html/（2014年 7 月31 日最終アクセス）
国立国会図書館「近代デジタルライブラリー 村岡花子童話集」
http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1169934（2014年 7 月31日最終アクセス）




















Nippon Animation「作品紹介 赤毛のアン」(初回放送1979年 1 月12月）
http://www.nippon-animation.co.jp/work/akageno_ann.html（2014年 7 月31 日最終
アクセス）










（2014年 7 月31 日最終アクセス）
パナソニック『建築設計 Report』｢旧伊藤伝右衛門邸」(2013年 2 月15日発
行）






三菱グループ「三菱の人ゆかりの人 vol. 22 澤田美喜（上)」
http://www.mitsubishi.com/j/history/series/man/man22.html（2014年 7 月31日最終
アクセス）
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